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店： 179-185，2024. 



 

高橋 真理子： 名市大ブックス 17 予防医療が紡ぐ幸せな健康未来 嚥下機能を維

持して楽しく食べ続けましょう； 中日新聞社： 96-104, 2024. 

 

高橋 真理子： 最新ガイドラインに基づく耳鼻咽喉科頭頸部疾患診療指針 耳鳴り； 

総合医学社： 50-56，2024. 

 

高橋 真理子： 耳鼻咽喉科日常検査リファレンスブック ２章 語音聴力検査； 中山

書店： 81-88，2024. 

 

高橋 真理子： 耳鼻咽喉科日常検査リファレンスブック ２章 耳鳴り検査； 中山書

店: 117-123，2024. 

 

花井 信広： 最新ガイドラインに基づく耳鼻咽喉科頭頸部疾患診療指針 口腔がん；

総合医学社: 257-262，2024. 

 

花井 信広： 耳鼻咽喉科日常検査リファレンスブック １０章 頭頸部腫瘍関連検査 

ステージ分類に必要な検査； 中山書店: 396-402，2024. 

 


